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１．はじめに  

ダム湖や貯水池では，河川や地下水から濁質，リ

ンや窒素などの栄養塩類の流入に伴って，水質悪化

などの影響を受けている．この問題を解決するため

には，ダムや貯水池の集水域における汚濁物質の流

出，送流特性を把握することが重要である． 

本研究の目的は，釜房ダム流域中の河川での栄養

塩類の挙動を調べることによって，今後の水質汚濁

の予測や環境保全に役立てることである．今回はダ

ム上流域支流の 14ヶ所において採水と 01年 8月22

日の台風時の集中観測による水質分析を行った． 

２．流域の概要と採水地点，採水方法 

(1)流域の概要 

釜房ダムは宮城県仙台市の西方約 25km，名取川

の支流・碁石川にある．釜房ダムは多目的ダムで，

かんがい用水，水道用水，工業用水，発電などに利

用されているため，その水質は大変重要である．釜

房ダム流域は，流域面積が 195.35km２で，この流域

は，主に森林で覆われている．また，田や畑などの

農地も下流に存在している． 

(2)採水地点 

釜房ダム流域中の，北川，前川に土地利用の変化

などを考慮して決めた 14 箇所の採水地点を図－１

に示した．採水地点のダムからの距離と主となる土

地利用を表－1に表した． 

(3)採水，測定方法 

流量の計測は，水深が 40cm 以下の地点がほとん

どなので 1 点法を用いた． 

水質の計測は，採水した物を実験によって求めた．

T-N，T-Pはテクニコンを用いNO2-N，NO3-N，PO4-P

はトラックス(ブラン･ルーベ株式会社製)を用いて計

測した．両方に装置とも，それぞれ発色試薬で，色

をつけて光によって濃度の違いを計測することで濃

度を調べている． 

降水量のデータは国土交通省釜房ダム管理所で計

測されているものを用いた．土地利用のデータは国

土数値情報を用いた． 

３．結果と考察 

(1) 季節的な変動 
T-Nの排出量はどの点でも，流量の大きい 8月と，

10 月において非常に大きな値をとっている．T-Nの

濃度では 10 月のほうが大きくなっているが，流量で
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は 8 月のほうが大きい．これらから，この流域では

10 月に窒素の流出が最も大きくなることがわかる．

このことは，落ち葉が窒素の流出に影響を与えてい

ると考えられる． 

本流域では，夏は比較的窒素の流出が少ないが，

秋になると非常に大きくなる．そして，冬になると

流出が非常に少なくなる． 

(2) 空間的な変化 

 前川の本流の上流から下流までの T-N の排出量の

変化を見てみる．すべての月で下流の市街地に入る

と急激に増加していることがわかる．このことから，

本流域では市街地が窒素の流出の大きな影響を与え

ていることがわかる． 

土地利用ごとの窒素の排出量を連立１次方程式の

最小２乗解で求めた．ここでは，直接値を用いてい

るため，負の結果も表している．排出量はこの流域

ではこの季節に非常に少ないことと凝集や沈殿等の

作用によって負の値になったと考えられる．それに

よると，森林では流量にかかわらず 10 月で大きくな

っており，荒地からの窒素の流出は，流量に依存し

ていることがわかる．また，すべての季節を通じて

市街地からの流出が大きくなっていることがわかる． 
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図－２ T-Nの排出量 

図－３ T-Nの濃度 

図－４ 流量 

図－６ 土地利用ごとの排出量 
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図－５ 前川本流の窒素の変化 
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